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材料講座材料講座

対 象 者
受 講 日
会　　場
申込期間

県内の機械関連企業で働く開発および設計の技術者 
2024年  6月20日(木)・ 6月27日(木)
NICOテクノプラザ
2024年  4月  5日(金) から 2024年  4月26日(金) まで

専門Ⅰ＜開発設計＞コースの中から材料に関する講座を受講できます。
設計部門の技術者向けに、開発設計において必要となる材料に関する知識の習得を目指します。
専門Ⅰ＜開発設計＞コースの中から材料に関する講座を受講できます。
設計部門の技術者向けに、開発設計において必要となる材料に関する知識の習得を目指します。

受講日数
2日(10時間)10名 20,000 円

テキスト代、消費税含む定　　員

¥
受  講  料

講　座／講　師 日　時 会　場時間数

カリキュラム

NICO
テクノプラザ

修了証書配布

非鉄金属材料 －各材料の特徴と材料選択－

長岡技術科学大学　学長付　特任准教授
平賀　仁［講師］

鋼の表面改質 －現場から－

長岡電子㈱　取締役
細貝　和史［講師］

※各講座の概要については、専門Ⅰ＜開発設計＞コース（10～12ページ）を参照

6月27日(木)

6月20日(木)

6月27日(木)

16:00～16:10

13:30～16:00

13:30～16:00

9:30～12:00

9:30～12:00

2.5

2.5

2.5

2.5
鉄鋼材料 －基礎から応用まで－

長岡技術科学大学　機械創造工学専攻　教授
南口　誠［講師］
な　ん　こ　う
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04 材料トラブル事例から学ぶ対処方法

(公財)にいがた産業創造機構　テクノプラザ 　シニアエキスパート
斎藤　雄治［講師］
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長岡技術科学大学　機械創造工学専攻　教授 磯部　浩已
製造装置などに用いられる各種電磁･固体アクチュエータの特徴や動作原理を学び、計測およびアクチュ
エータを組み合わせた制御システムの設計に役立てます。

サーボ制御システムにおいて不可欠なアクチュエータおよびそれを活用するための周辺要素について
講義します。主に、機械装置で利用される各種電動モータについて、原理、構造、特性および周辺装置
について説明します。また、計測、アクチュエータを組み込んだフィードバック制御システムについて、
１次元移動ステージを例に挙げて、その特徴を学習します。さらに、固体アクチュエータである圧電素
子を用いた精密機構や応用装置の事例について紹介します。

１．アクチュエータの種類と原理
２．アクチュエータのためのセンサ
３．アクチュエータのための機械要素
４．フィードバック制御システムの設計
５．制御システムの実例(１次元移動ステージ)
６．圧電素子を用いた応用装置

簡単な演習を交えながら、公差の考え方や公差の計算方法･評価など、公差設計･解析の基礎知識を身
につけます。

１．公差とは
２．公差設計概要
３．公差のつけ方について
４．工程能力指数
５．公差設計演習(基礎)

機械設計者に必要な計測の基礎(メートルの定義･アッベの原理など)と制御の基礎(フィードバック制
御)について講義します。

１．長さ１メートルの定義
２．測定の基本的手法(直接測定･間接測定　偏位法･零位法)
３．アッベの原理(ノギスとマイクロメータの差異)
４．計測機の実例とその管理(長さ測定機･角度測定機･温度計その他)
５．周波数応答
６．フィードバック制御の基礎
７．新潟県工業技術総合研究所　中越技術支援センターの計測機器見学
　　※ 講義中に1時間程度 見学します

長岡技術科学大学　機械創造工学専攻　教授 南口　誠

最も利用されている機械材料である鉄鋼材料の基礎知識を深め、機械設計に結びつける足がかりとします。

鉄鋼材料の特性を理解して応用するため、金属材料の変形機構、状態図と合金元素の役割、熱処理の基
礎を習得します｡
鉄鋼材料は機械材料のうち最も基本的な材料であり、近年では最も利用されている材料です。現在に
おいても最も重要な機械材料といえるでしょう。鉄鋼材料の歴史は古いことは言うまでもありません
が、同時に、新しい合金鋼が開発されている先端材料でもあります。また、現在では極めて多様な合金
鋼が利用されています。それらの全てを網羅することは困難ですので、変形機構･状態図･合金元素の
効果･熱処理の基礎を学び、いくつかの実用材料でどのように設計されているかを説明します。また、
最近、長岡技術科学大学で行っている古代製鉄を紹介します。

１．原子からなる金属
２．金属の変形
３．合金を理解するための状態図
４．合金元素の効果
５．鋼の熱処理
６．事例解説

機械設計のためのアクチュエータ

公差設計･解析

機械設計のための計測制御／中越技術支援センター 見学

鉄鋼材料 －基礎から応用まで－

※関数電卓持参のこと

㈱プラーナー　代表取締役社長 栗山　晃治
多くの設計方法の中でも、設計者にとって基本中の基本である｢公差設計｣について解説し、製品仕様と製
造(部品･組立)条件およびトータルコストを考慮したバランス感覚に基づいた｢公差｣の設定と｢解析｣の実
際について、正しい理論に基づいて習得します。

長岡技術科学大学　機械創造工学専攻　教授 明田川　正人
あ　け　た　が　わ

計測および制御は設計･製造にとって品質を確保する上で重要です。設計技術者に計測と制御のこれだけ
は知って欲しい事項について理解を深めます。

な　ん　こ　う
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アルミニウム合金、チタン合金、マグネシウム合金などの軽金属材料や銅などの特性や用途事例を理解
し、機械設計に活かすための選択方法を考えます。

本講義では、鉄鋼材料とともに機器の構造材として使用されている各種非鉄金属材料（アルミニウム合
金、チタン合金、マグネシウム合金）や、熱伝導、電気伝導性が要求される用途などに使用されている銅・
銅合金などに焦点をあて、それら金属の各種特性とともに、選択事例や今後の展望などを説明します。

１．非鉄金属材料とは　
２．各種非鉄金属材料の特徴
　　軽金属材料
　　　アルミニウム合金の特徴や表面処理事例
　　　チタン合金の特徴や表面処理事例
　　　マグネシウム合金の特徴や表面処理事例
　　各種銅合金の特徴
３．材料選択のケーススタディ

金属熱処理や表面改質は専業化されており、その設備や作業に接する機会が少ないため、新しい情報や
さらに有利な使い方があるにも関わらず旧来の技術で設計されていることが多く見受けられます。
弊社の熱処理技術の紹介をしながら、教科書に載っていない情報を届けたいと思います。

１．表面改質の種類 
２．長岡電子の熱処理と情報
３．硬さの話

よくある金属材料のトラブルを紹介しながら、原因究明に必要な知識、試験機器、着目点などについて解
説します。さらに、実際のトラブル事例を使って、実務的な視点で考察します。

１．よく持ち込まれるトラブル
２．電子顕微鏡による破断面の見方
３．鉄鋼材料の金属組織の見方
４．原因究明に使用する試験機器
５．実際のトラブル事例から学ぶ

長岡技術科学大学　機械創造工学専攻　教授 太田　浩之
「転がり軸受」は、回転機械を支える重要な機械要素です。最近の技術動向を交えながら転がり軸受の種類、
用途、精度、寿命計算の方法および転がり軸受を使用した機械の設計方法などの理解を深めます。

近年、高精度化、静粛化、ロングライフ化が進んでいる｢転がり軸受｣の現状を概観するとともに、転がり軸
受を用いた機械の設計方法を習得します。
｢転がり軸受｣は、安価で使いやすく便利であるため、広く用いられています。近年、より高精度、静粛、更に
はロングライフ化された高度な転がり軸受が種々開発されています。
本講義では、以下のポイントに絞り｢転がり軸受｣の概略および転がり軸受を使用した機械の設計方法に
ついて解説します。
　
１．｢転がり軸受｣の用途
２．｢転がり軸受｣の生産量と製造プロセス
３．｢転がり軸受｣に関する最新技術
　　(１)セラミック軸受、DLC軸受
　　(２)ポリマー潤滑剤を封入した転がり軸受･転がり案内
４．｢転がり軸受｣を使用した機械の設計

非鉄金属材料 －各材料の特徴と材料選択－

鋼の表面改質 －現場から－

材料トラブル事例から学ぶ対処方法

転がり軸受の設計
長岡電子㈱　取締役 細貝　和史

開発設計に役立つ熱処理を現場で経験したことから学びます。

(公財)にいがた産業創造機構　テクノプラザ　シニアエキスパート 斎藤　雄治

材料を知ることで、腐食や破損などのトラブル防止につながることを理解します。

長岡技術科学大学　学長付　特任准教授 平賀　仁
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